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研究の要約 

 弦を弓で擦るバイオリンの振動について、１質点系の擦弦振動モデルでは、振動周波数は弦に弓を

当てる力（擦弦力）に依存して変化するという結果が得られる。一方、バイオリン演奏における経験的

事実として、バイオリンの音の高さは擦弦力によって大きく変動しない。そのため、１質点系の単純モ

デルと経験的事実の不一致に疑問を抱いた。そこで本研究では、擦弦楽器の振動周波数における擦弦

力非依存性がこのモデルにどのような要素を組み込むことで再現できるかについて探究することを試

みた。 

 研究方法として、１質点系の擦弦振動モデルを自然に拡張した質点連結モデルを構築した。そして、

数値解析を用いて、考慮する質点の個数を増やすことにより擦弦振動における周波数の擦弦力依存性

がどのように変化するかについて調査した。 

 その結果、質点の個数を増加させることによって振動周波数の擦弦力非依存性が次第に現れるとい

う定性的な傾向が得られた。ここから、擦弦振動における周波数の擦弦力非依存性の本質は、多数の質

点が考慮されることにより詳細に表現される「波の反射による摂動」とそれに応じる「摂動に対する摩

擦力の特性」にあることを考察した。これは、擦弦力非依存性がヘルムホルツ波によってもたらされる

という先行研究を支持している。 

 今後の課題は、本研究の考察を裏付けるために小自由度の質点連結モデルから解析を進めることで

ある。 
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